
線の美しいシェーズロング「PK24」
を、希少なローズウッドを贅沢に用
いたハンス・J・ウェグナーのヴィ
ンテージキャビネットに合わせて。

ポール・ケアホルムが自邸で使うた
めにデザインした、ダイニングテー
ブル「PK54」とチェア「PK９」。
1963年の誕生以来、同じデザイン。

03
「本物」と「普遍性」を満たす
ポール・ケアホルムの家具と共に
物件名_ TD residence　設計_光崎敏正　光崎敏正建築創作所
所在地_愛知県名古屋市

建築、家具、車、アート…。時代を超えた普遍性に価値を見出す
建て主の多田純二さんが確かな審美眼で選んだ家具は、
北欧の巨匠デザイナー、ポール・ケアホルムによるものでした。

撮影：下村康典　取材・文：荒井直子　編集：山本奈奈

with Authentic, Timeless
Nordic Furniture

The Stylish Space
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2階のリビングとダイニングは階段
室を介して緩やかにつながり、空間
に奥行きを与える。リブ状の木天井
と凜とした家具のバランスが美しい。

5 0年後、100年後も、
同じデザインで存在する普遍の家具を
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大変貴重な名車を飾った地下のプレ
イルームで談笑する多田さんと砂原
さん。チェア「PK22」やソファ

「PK31」は赤のレザーで遊び心も。

気候のいい季節はプール付きのテラ
スでゲストと共にBBQを。室内に
使った木材と合わせ、テーブルは水
に強く経年変化を楽しめるチークに。

グレーでまとめたDK空間。趣味の仲
間を大勢招くことも多いため、ダイ
ニングテーブル「PK54」を専用の
エクステンションリーフで拡張した。

主寝室はアルネ・ヤコブセンがデザ
インしたSASロイヤルホテル（現ラ
ディソン・コレクション・ロイヤル・
ホテル）の606号室をイメージした。
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23
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5

厨房機器_
食洗機、IHコンロ、オーブン、冷蔵庫：ガゲナウ
レンジフード：アリアフィーナ
水栓金具：アクサー
衛生機器_
バスタブ：ハイデオ
水栓、シャワー水栓：アクサー
洗面ボウル：セラトレーディング

◦

◦

外部仕上げ
屋上_タイル貼り
外壁_御影石（ジェットミスト）ジェットバーナー仕上げ
内部仕上げ
ポーチ
床_御影石水磨き（関ケ原石材）
壁_コンクリート打ち放し小叩き、御影石ジェットバーナー仕上げ
天井_スチール リン酸処理パネル
エントランス
床_御影石水磨き
壁_造作建具（村上商店）、塗り壁（プラネットジャパン）
天井_塗り天井
LDK
床_御影石水磨き
壁_塗り壁、杉板型枠コンクリート打ち放し、一部御影石水磨き
天井_木製造作ルーバー、塗り天井
シアタールーム
床_タイル貼（アドヴァン）
壁_塗り壁、コンクリート打ち放し
天井_木製造作ルーバー
主寝室
床_じゅうたん敷き、一部御影石水磨き
壁_塗り壁
天井_塗り天井
浴室
床_タイル貼り
壁_チーク無垢板張り（IOCフローリング）、タイル貼り
天井_塗り天井

◦

◦
□

□

□

□

□

□

TD residence
設計_光崎敏正建築創作所　光崎敏正＋益川 薫　
敷地面積_412.35㎡
延床面積_452.67㎡
地下階_205.21㎡
1階_114.81㎡
2階_123.45㎡
PH階_9.20㎡
家族構成_親子2人
所在地_愛知県名古屋市
用途地域_第一種低層住居専用
構造_RC造
設計監理_光崎敏正建築創作所
構造設計_藤尾建築構造設計事務所
工事期間_ 2022年3月～2023年9月
施工_千田工務店　馬渕智也
キッチン製作_TOMHOUSE　伴野知世
造作家具_インテリア工房水谷　水谷基生、
DOUGU　大窪献二
造園_美芳苑　服部久博
スチール、アイアン工事_アイチ金属　山田 実
木製建具工事_村上商店　村上和繁
照明_ CL STERLING & SON　加治秀子、
名宝電気　水野貴史、YAMAGIWA　野村征司
オーディオ_NEXT　勝野陽介
家具_ダンスク ムーベル ギャラリー　砂原啓三

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

1 室内風呂、屋外露天とハイデオの
バスタブを贅沢にダブル使い。階段
や玄関収納に使った無垢のミャンマ
ーチークを浴室内の壁面に張り、リ
ラックスした雰囲気をプラス。2 エ
ントランスアプローチに水盤を設
け、自然の潤いを室内にも引き込ん
だ。硬質な仕上げが端正な印象をつ
くり出す。3 ガラス越しに水盤を望
む開放的な玄関ホール。壁面収納の
面材はミャンマーチークで造作。チ
ェア「PK11」がゲストを迎え入れる。

4 ダイニングテーブル「PK54」
は69㎝と低めな高さ設定で、靴
を脱いで生活する日本の住宅とも
よく合う。チェアやソファの張り
地はレザーなどのエイジングが味
わいに変わる本物の素材を選んで
いる。5 地階には坪庭付きのゲス
トルームを用意。6 「ヒルトップ
という立地を活用し、地階・１階・
２階の景色と光を最大限に生かす
ように設計しました」と光崎さん。
プライバシーが守られた硬質な外
観からは想像できない、明るく開
放的な室内空間を実現している。
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